取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


家庭用 


除湿機 


HJS-8L お 


このたびは除湿機をお買い上げしげこだき、まことにありびとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになったあとは大切に保巧してください。 



Hitachi U 川 n 邑 Systems は 
曰立リビングサプライの英文社名です。 
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♦この除湿機は一般家庭用です。他の用違でのご使用はしないでください。 

思わめ事故の原因となります。 

•地震•火災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを巧さ、ご使用を中止してくださし、。 
•この商品は、海外ではご使用になれません 。 For use in Japan only . 
























































まを上のご注意 


•ご使用の前に、この「まを上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
•ここに示したミち意事項は、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害 
や損害を未然に防止ずるためのちのでず。また注意事項は、を害や損害の大きさと切迫の程 
度を明示ずるために、誤った取扱いをずると生じることが想定される内容を、 r 警告」、 r を意」 
に区分していまず。いずれもををに関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 


AI 

1告 

この表示を無視して誤った 
取扱いをずると、人が死こ 
または重傷を負ラ可能性が 
想定される内容をおしてい 
まず。 

A 注意 

この表示を無視して誤った 
取®いをずると、人が傷害 
を負ラ可能性及び物的損害 
のみの発生が想定される内 
客を示していまず。 




A 1 

狸化 
言口 



〇 


強制 


電源は交流10 0 V 専用コンセント 
を使用ォる 

火災や感電の原因となります。 



電源プラグの巧き差しにより 
本体の運転や停止をしない。 

感電や乂災の原因に 
巧止 なリま9 〇 





〇 


強制 


電源プラグは、ほこりが付着して 
いないか確認し、びたつきのない 
ように巧の根元まで確実に差し込 
む。 

ほこりび付着したり、 

接続び不完全な場合 
は感電や火災の原因 
になりまず。 




プラグをあく 



お手入れの際は必ず運転を停止 
して、電源プラグち巧く。 

また、電源プラグを 
めれた手で巧を差し 
しない。 

感電やケガを 
することびあ 
0まず。 





コードは、途中で接続したり延長 
コードの使用-他の電気器具との 
タコ足配線をしない。 



0 


禁止 


電源コードを傷つけたり、破損 
したり、加工したり、巧理に曲 
げたり、引っ張ったり、ねじっ 
たり、たばねたり、重いものを 
載せたり、はさみ 
込んだりしない。 

感電や発熱 • 火災 
の原因になります 。 y 
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発熱器具の近 < に置かない 

樹脂部分び溶けて 
引乂するおそれび 
义気禁止 あ0ホも 

;?茲 



ゴノ 




分解禁止 


改造はしない。修理巧術ち外の 
人は、分解したり修理をしない。 

感電や火災'ケガの原因になりま 
す。修理は、お買い 
上げの販売店または 
「ご相談窓□」に 
ご相談ください。 





乃グをあく 


異常時(こげ臭いなど)は、運おを 
停止して電源プラグを抜き、お買 
い上げの販売店またはに相談 
窓口」にご相談 
<ださい。 

異常のまま運転を 
続けると故障や 
感電や火災などの 
原因になります。 



A 警告 


A 注意 

電源プラグを巧くときは、電源 
■■ プラグをおて巧く。 

]-K を引]張]てべ 
強制 巧くと、お線の一部 [ 0 ^ 

び断線して発熱や 
発乂の原因になり 

長期間ご使用にな5ない場合は、 

ま全のため電源プラグをコンセン 
卜から巧く。 ^ つ 

乃畑く S 篇? の 願 [Sr 


給表示の例 


•お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見5れるところに必ず保管してくださし、。 


A 

A 記号は、警告•ミち意を促ず内容があることを告げるちのです。図の中に具体的なを意 
内容（ち図の場合は感電注意）が描かれていまず。 

® 

® 記号は、禁止の行為であることを告げるをのでず。図の中や近くに具体的な禁止内容 
(ち図の場合は分解禁止）が描かれています。 

處 

参記号は、行為を強制したり指示したりずる内容を告げるちのです。図の中に具体的な 
指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから巧いてください）が描かれています。 



□なびて、に 

出れ根しで因。 

の入羽転の原す 

のをで回すのま 

気ど部連まガり 

空な内高いケな 

刪の 


















































安を上のご注意 


〇 

強制 



水めれ禁止 


0 

禁止 


0 

禁止 


A 注意 


水平で丈夫な場所で使巧ずる。 

ご使用中に本体び倒れると内部の 
水び室内に浸水して家財などを磊 
らしたり感電や 
漏電' 火災の原 
因になります。 



Q 


禁止 


巧し入れ-家具の隙間など狭い場 
巧で使用しない。 

風通しが悪く ^一 

居 


なり、発熱や 
発火の原因に 
なりまず。 


1 


〇 


水のかかりやずい場巧で使用しな 
い。 

感電や漏電-火災の原因になりま 




す。 





禁止 


油-可燃性ガスの漏れるおそれの 
ある場所への設置は行わない。 


万一漏れて 
本体の周囲 
にたまると、 
発乂の原因 
になります。 



'がろ 


屋内専用。直射日光の当たる場所 
• 雨風の当たる場戸斤で使用しない。 

過熱や感電や漏電-火災の原因に 
なります。 



禁止 


美術品や学術資料などの保を等、 


特殊用途には 
使用しない。 

保を品の品質 
ほ下の原因に 
なります。 



禁品を扱う場所で使用しない。 

厂病院、工場、実験室、 

I 美容院、その他 J 


G 


空気中に揮発した薬品や溶剤に 禁止 
より除湿機び劣化し、除湿した 
水び漏れて家財などをめ b す原 
因になりまず。 


本体か5の風が直接あたるところ 
に燃焼器具を置かない。 

燃焼器具の不完全燃焼 
による一酸化 

灰亲中毒 (JS 

などの原 P 


因になり 
ます。 
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A 注意 

ルーバーを 持って持ち運ばない。 

(X ) 本体が落下して、ケガの原因に 
、ツ なります。 

ぉ止 持ち運ぶときは、必ず八ンドル 

W を持って < ださい。 

移動ずるときは必ず運おを停止し、 
■■ タンクの水を捨てる。 

械盼1水び室内に ' 

3 ち苗 1浸水して家財などくにて； 

を謡らしたり感電 iiiii も 
や漏電-火災の原 / f/w 

因になります。 -^ MjLP 

の出□や吸込□をななど' 
ない。 

、《_y 風通しび悪くなり、 

4 *|U 発熱や発火の原因 U ^ 
"" になります。 う 

1 

でふミ 

— , 

ミづ^ 

が 

ぐ 

1 

本体の上に乗ったり、腰掛けたり 
(X ) しない。 

、>y 落下や転倒などによりケガの原因 
巧止 [しなりよす。 

巧のようなちびお使いになるとき 
■ ■ は、樹こ周囲の人がを意ずる。 

厂乳幼児、おテさま、お年寄り、^ 
強制 t 意思表示や機器を操作でをないち J 

運転中に熱を発生するため、室温 
び上昇します。風を体に直接当て 
たままで、長時間ご使用になると 
体調をくずしたり、脱水症状をお 
こす原因になります。 

花瓶など水の入った容器を上に 
{X ) のせない。 

V-V 水びこぼれて中に入ると、電気 
絶縁び化下し、火災や感電の原 
因になります。 

除湿水を飲料用•飼育用などに 
(x 1 制しない。 

'〇^ 健康を害ずるおそれがあります。 

禁止 

XpN 本体を水洗いしない。 

(<^)感電や火災の願 

になります 。^ 

水め打禁止 

is 

/—^ 


yC-x 除湿機の周辺温度がか点下になる 
( X1 場合はタンクに水をいれたままに 
、_y しない。 

« 止 水び凍ってタンクび割れ、漏水の 
原因になります。 

/ フイルターをはずした状態で使用 
{ X 1 しない。 

v-y 本体内にほこりを吸い込み、故障 
肖止 の原因となります。 
































1 ノンフ□ンのデシカント除湿ち式 2 巧類乾燥運輯 


デシカント除湿ち式とは 

• 水の吸脱性に優れた多孔質乾燥剤を用 
いて空気中の水分を吸着させ、ヒーター 
の熱により、乾燥した空気を吹出しま 
す。吸着した水分は、熱交換機で水滴 
となってタンクにたま0ます。 


* ご使用の条件（外気温.部屋の広さ） 
によって、室温び約3〜 8° C 上びるこ 
とびあります。 

■お部屋の広さや構造にちよりますび、 
己0%じ(下のほ湿度に維持することは 
でをません。 


3自動除湿運転 


I 部屋干しした洗たく物を乾燥させます。 

い先たく物はつめ^ 

すぎず、風び行さ 
ミ度るよラ等間隔に 
V 並べてください。ノ 



* お部屋の湿度、広さ、構造等により 
洗にく物の乾<時間び変わります。 VL 4 


4結露セーブ運輯 


• 湿度センサーで快適な湿度(約已已〜 

日〇%)※！に自動コント□-ルします。 

※1本体巧部の湿度センサーび検巧した湿度 



• 湿度センサーで湿度を約40〜4已9に 
自動コント□ールし、お部屋の窓や壁の 
結露を巧えます。 

《2本体内部の湿度センサーび検巧した湿度 



* お部屋の広さ、構造等により湿度び下がら 
ない場合があります。 


5左ち可変ルーパ‘一 

•ワイド風とスポット風を使い分ける 
ことびでさます。 


.陵'^!^ み]- 

i— 

ワイド風 


スポット風 


6アレルブ□ック除菌フィルター 

• フィルターにキャッチした菌やな粉* 4 、 
ダニのふん-死びい' xs をが制 

《3試験ち法：フィルターでキャッチした菌の 
除菌。フィルム密着まによる。 
試験機関：（財）日本食品分析センターに 
て測定 

《4試験ちま：フィルターでキャッチした花粉 
の抑制。電気泳動法による。 
試験機関：信州大学繊維学部にて測定 
※曰試験ち法：フィルターでキャッチしたダニ 
のふん-巧がいの抑制。 

ELISA 法による。 

試験機関：信州大学繊維学部にて測定 
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知つておいていただをたいこと 


1お部屋の温度について 2巧類乾燥について 

•室内除湿•巧類乾燥運転中は、お部屋 ■洗たく物は間隔をつめすざず、風び行さ 

の温度び上びることびあります。 ミ度るように並べると、乾燥効果び上びり 


ご使用の条件（が気温-部屋の広さ) 
によって、室温び約3〜 10° C 上びる 
ことびありまず。 


3タンクの取かし、取付 

•取外し時は、運転を停止してからゆつ 
くりと取り出してください。タンク 
から水びあふれるおそれびあります。 

• 取付時は元どおりに奥まで静かに入れて 
くだごい。タンクは確実に取り付けない 
と自動停止装置び働さ、運転しません。 


4自動停止機能について 

• 運転時間び1□時間を過ぎる（切り忘れ 
防止機能 （1 0時間オートオフ)）か、 

水タンクび満水（約 2 U ットル）になる 
(満水自動停止機旨旨）と、自動的に運転 
を停止します。 


設置場巧について 


>水平で丈夫な場所を選びます。 

I 壁や家具などのそばでお使いになる 
とさは、ち図の距離を確保してくだ 
さい。故障や性能低下の原因になり 
ます。 

>あ類を乾燥する場合は、吹出 □ 

とを類の間は 40 cml ； l 上離して 
ください。 


上側 

巨 ocmiy 上 


40 cmiy 上 

(ルーノ（一び 
閉じているとさ) 


吕 Ocmiy 上 

(ルーバーび 
上方向のとさ) 


A 注意 


•空気の吸込口や 
吹出口を巧やふとん 
などでふさびない。 



吸込 □ 


20 cmiy 上 


20 cm む上 


已 0 cm じ(上 


お麻 ■! ■殺虫剤やスプレーなどを吹さつけないでください。 

引乂のおそれや変形-ひび割れの原因になります。 


■テレビやラジオなどの AV 機器から吕 m じ(上離してください。 
(映像の乱れ、雑音防止のため） 
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各部のなまえとはた s を 














































































































操作部 


'満水ランプ 

タンクび満水になったとさや正しく取り付け S れていない 
とさに点灯します。 


ち梓5ンプ 

本体び異常になると点灯します。 

-タイマー表示ランプ 

ルーパー運転表示ランプ 

■運転表示ランプ 


満水点検 _ 


—ワイド 
—刖方向 


Hitachi Living Systems 


—，苗速 


-結露セーブ 
— 静音（弱） 


— 2 術間）^—上方向^—^票準 ^~^自動 
タィマ-) 毎） 類乾燥 J I 室内除湿> 


切タイマーボタン 


才ートルーパーボタン 


巧類乾燥ボタン 


室内除湿ボタン 


/運転\ 

( 切/入) 

\10時間トト朽/ 


運転 r 切/入」ボタン 
(10 時間オートオフ） 





























巧いかた 


1 電源プラグをコンセントに差し込みます。 


2 r 運區「切/入」1 ボタンを巧します。 

• 巧すたびに「運転」「停止」び切り換わります。 

•電源プラグを差し込んだ後、運転「切/入」ボタンを 
押すと「自動(室内除湿)」で運転します。 


メモリー機能 


•運転停止後、運転「切/入」ボタンを押すと、 
前回の運転で始まります。 

•電源プラグを巧くと、メモ U —は解除されます。 



3 r 室内除湿または反類乾燥!ボタンを巧して、 
お好みの運転にします。 


广 切り忘れ防止機能 （ 10時間オートオフ) 


• タイマー運転をしなくてち運転開始時か510時間後に 
自動的に運転が停止します。 


4 運転を停止したいときは、「運転「切/入」 1 ボタンを 
巧します。 

•運転停止後約2分間は、ヒーター;令却のため、送風で運転します。 

•電源プラグは、運転 r 切/入」ボタンを巧して2分しソ上経過後 
送風び停止してから抜いてください。 

が•使用条件によっては湿度び下びらないことびあります。 

心 リ ノ •タンスの裏などは湿気びたまりやすく結露することびあります。 

•運転「切/入」ボタンを押したときや運転中に「カチッ」と音び 
しますび異常ではありません。 


r 

A 注意 


• フィルターをはずした状態で使用しない。 

本体内にほこりを吸込み、故障の原因となります。 
• 運転中は電源プラグを抜かない。 

本体内の温度び上びり、故障の原因になります。 
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• 巧ずたびに運転び切り換わり、ランプで表示しまず。 

户自動^静音觸）一 ► 結露セーブ飞 


運輯 

運転内容 

自動 

お部屋の高い湿度を快適な湿度に下げたいとさに 

•湿度センサーの働きで、湿度を約巳己〜60%*に 
自動コント□ールします。 

S 8 本体の部の湿度センサーぴ検巧した湿度 

詩音（弱） 

風の吹出しを弱くして除湿したいとをに 

•巧出し風量を弱くした自動除湿運転をします。 

結露 セーブ 

お部屋の窓や壁の結露を抑えたいときに 

•湿度センサーの働をで、湿度を約40〜45%气こ 
自動コント□ールします。 

※本体内部の湿度センサーが技巧した湿度 


:お部屋の広さ、構造等により湿度び下び5ない場合びありまず。 


巧 類乾燥 ボタンを巧します。 


>巧すたびに運転び切り換わり、ランプで表おします。 

厂卡標準一 ► 急速^ 


運転 

運転内容 

標準 

夏期などあまり室温を上げずに送風中むで洗たく物を乾燥 
させたし1とさに 

•室温に応じて、自動的に温風と送風を切り換えて除湿運転します。 

急速 

V 

洗たく物を早く乾燥させたいとをやを期などに洗たく物を 
効率良く乾燥させたいときに 

•温風を吹出して風量を強くした除湿運転をします。 
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巧いかた 


〔風を]調節) •ミ先た<物や齡显したいところに風び直接当たるよラに風向さ調節します。 


才~トルーバ~ ボタンを押します。 

• 巧すたびにルーノ く一の運転び切り換わり、 
ランプで表示します。 



上ち向 一 • 前ち向 一 ■ ワイド 
-停止 ◄ - 



(ランプは点なしません。） 


運輯 

運転内容 

上方向 

かなめの巧たく物の乾燥や腰窓の結露対策に ぐ^ 

•ルーバーび上方向約] 〇〇°の範囲でスイング送風 > 

します。 

X 

前方向 

スタンド型物干台や巧し入れ-下聞箱などの乾燥に^ 
•ルーバーび前方向約已ぴの範囲でスイング送風 ^ 

します。 


ワイド 

たくさんの洗たく物の乾燥や室内の除湿に 

•ルーノく一び約 1 已ぴの範囲でスイング送風します 。 LLf 

X 

停止 

ルーバーをお好みの角度にしたいとさに 
•「ワイド」に設定したあと、ルーバーびお好みの向きになった 
ところでちラー度ボタンを押すとスイングび停止します。 

J 


左ち可変ルーバーの使いかた 



が曲 IIP 


•スイング中のルーバーを手で動かさないでください。 
スイング範囲び変わり、故障の原因になります。 


タイマー運転 


切 タイマー] ボタンを巧します。 〔 


2時間一 ► 4時間一 ► 8時間 


-切（連続） 


(ランプは点打しません。 


>巧すたびに時間び切り換わり、 

ランプで表术します。 

• 時間の経過ととをに表示ランプび切り換わり、残り時間の目をを表示します。 
>設定した時間になると、自動的に達転び停止します。 
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タンクの水の捨てかた 


タンクに約2.0 L の水びたまると、自動的に運転び停止します。 

(満水ランプび点灯します。） 


1運輯を停止し、タンクを2ふたをはずし、水を捨てる。 

■ けっく h 巧中サ. L 



/ 

A * と 

•移動するときは、必ず運転を停止し、水を捨てる。 

水がこぼれて家財などを濡らしたり、感電や漏電、火災の原因 

け忌 

になります。 

•タンクをはずした後、除湿した水び本体底部に垂れる恐れび 
あります。タオル等でふき取ってください。 

V 


• a [す M l •タンクは確実に取り付けないと満水自動停止装置び働き、運転しません。 


• タンク内に付いている部品をはずさないでください。満水自動停止装置び 
働さ運転しませんので、はずれた時は正しく取り付けてください。 

(14 ページ参照） 
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お手入れのしかた 


AV :今^ ■ •お手入れするときはおず運転を停止して 
/ ： \ /±，骨、電源プラグを巧く。 


<本体> 

1うずめた台所用中性洗剤に柔5かい巧を 
浸し、よくしぼり本体をふきます。 


2 本体をふいた後、乾いた巧で水分をよく 
ふき取ってください。 



<吸込 □> 

電気掃除機で本体の吸込□のほこりを 
吸い取りまず。 


2週間に]回程度び、お掃除の目安です。 
ほこりびたまると除湿能力び低下します。 



■巧れが目立つとさ 
くフイルター> 


フイルターを取り出し、電気掃除機で 
ほこりを吸い取りまず。 

• 1ヶ月に1回程度び、お掃除の目安です。 

フイルターを破らないよラにミち意してください。 
•フイルターは水洗いしないでください。 

フイルターの効果び巧下しまず。 



[ フイルターの 交換に ついて 

A 

フィルターの交換は約4年が目ちです。 

• お買い上げの販売店でご購入ください。 



V,_/ 
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くタンク > f タンクび巧れたら、きれいに洗ってください。- 

V 


ふたをはずします。 



2水洗いします。 


3ふたを取り付けます 






>ふたび確実にはめ込まれていることを確認して 
ください。確実にはめ込まれていないと、 

タンクび取り出せないことびあります。 

>タンクは確実に取り付けてください。 

正しく取り付けないと運転しません。 

>フ□-卜びはずれていると、運転しません。 

はずれた時は正しく取り付けてください。 

• フ□ー トに付いている部品をはずさないでください。 

満水自動停止装置び働さ運転しません。 

>お手入れのとさはなのものは使わないでください。 

- 4び C しソ上のお湯 

-揮発性のもの（ベンジン、シンナー）' アルカ1」性洗剤 
カビとり用洗剤' みびさおなど 



フ□-卜を 
はずさないで 
<ださい。 


く 長期間ご使用にな! 5 ないとき> 

N 

1タンクの水を捨てまず。 


♦運転停止直後は、水滴がタンクにたまりますので、 

1 曰おいてからタンクの水を捨ててください。 

7本体、フィルター、タンクを掃除します。 

3本体にポリ袋などをかぶせます。 

お曲 Ml 

• 水平で安定した場所に保管して 

4湿気の少ない、風通しのよい場所に 
まっすぐ立てたまま、保管します。 

<ださい。 

•直射曰光の当たる場所には保管 
しないでください。 
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を状 

調べるところ 

直しかた 


•電源プラグがコンセントに 
しっかり差し込まれていまずか。 

•電源プラグをコンセントに 
しっかり差し込みまず。 


♦タンクが正しく取り付け5れ 
て U まずか。 

•タンクを正しく取り付けまず。 
► 12ページ 

運おしない 

•タンクが満水になっていませ 

ん占、 （巧水ランプび点打しまず。） 

•タンクの水を捨てまず。 

► 12ページ 


• 表示部に緑色の LED が点なし 
ていまずか。 

■吹出□か日風が出ていまずか。 

• LED が点灯し、吹出口か5風 
び出ていれば製品は正甫でず。 

(お部屋の湿度が低いため、除湿運 
乾を行っていません。湿度が上がれ 
ば、自動で除湿運転を開始します。） 

除湿量び少ない 

♦フイルターが巧れていませんか。 

♦フィルターをお手入れしまず。 
► 13ページ 

•の出□や吸込□がふさびれて 
いませんか。 

• の出□や吸込□をふさいでい 
るちのを取り除く。 

運お音び大きい 

•水平で丈夫な場所に置いてい 
まずか。 

• 水平で丈夫な場所を選んでく 
ださい。 

•フイルターげミちれていませんか。 

♦フィルターをお手入れしまず。 
► 13ページ 


点検ランプが点!打したときは、電源プラグを巧き、下記に従って 
点検を実施してください。 

•フイルターび目詰まりしていませんか。 

ーフイ ルターの お手入れをしてください。 

• 防;出□や吸込□びふさがれていませんか。 

^の出口ゃ吸込口をふさがなぃょぅにしてくださぃ。 


それでも直日ないときは、お買い上げの販売店に修理を依頼してください。 
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次のような場合は故障ではありません。 


を状 

理由 

除湿しない 

• 運転可能な部屋の温度は約 I 〜40むです。 

これ LU がの温度で運転すると、運転を停止することびあります。 
また、吹出□や吸込□をふさいだ状態で運転ずると、除湿機内 
の温度び上昇し、運転を停止することびあります。（点検ラン 
プび点なします。 ►! 已ぺージ） 

•お部屋の湿度びをいため、除湿運転を行っていません。湿度び 
高くなると自動で除湿運転を開始します。 

•連続運転時間（ I 0時間）を過ざると自動的に運転を停止します。 

除湿量が少ない 

♦湿度-温度が低<なるに 
つれて除湿量はかな <な p ^8 Q 

ります。また、同じ部屋靈7。 
で連続して除湿すると、 （ L / 印’ 
湿度が下がるため、除湿 
至 Is 減ってきます。 

〈湿度 60 %、運転時〉 

:-で 

10 20 30 

き温[で] 

なかなか湿度が 
下が5ない 

• お部屋び広ずざませんか。（除湿巧能面積の目安参照） 

• ドアや窓の開閉びをくありませんか。 

•石油ス I -ーブなど、水蒸気の出るわのを使っていませんか。 
(燃焼による水分の発生び多すざる場合） 

部屋のミ品度が上がる 

•除湿機には;令房機能はありません。デシカント方式はヒーター 
の熱を利用して除湿するため、運転中は熱を発生します。ご使 
用の条件（が気温.部屋の広さ）によって、室温び約3〜 10 で 
上びることびあります。 

においがする 

V 

• お部屋ににおいを発生するちのはありませんか。 

-新しい家具、壁震料、化粧品、薬品、張り替えたばかりの 
壁紙などを吸い込んだにおいび本体から再放出ずる可能性び 
おじます。 

一 部屋の換気を十分におこなってください。 

•使いはじめ吹出□か b の風に、甘酸っぱいにおいびすることび 
ありますび異常ではありません。ご使用ととをに少なくなりま 
す。 

ノ 


点検整備 I •除湿機を数年ご使用になりまずと、内部びミちれ、能力び低下ずる 

-- ' ことか’ありまず。 

通常のお手入れとは別に点検壁備をおずずめしまず。 

点検壁備はお買い上げの販売店にごホ目談ください。 


16 

















保証とア フターヴー ビス 


アフターサービス等について、おわかりにならないときは、お買い上げの販売店かご相談窓口 
(腐 M 8ページ）にお問合わせください。 


〇保証書 

(裏表紙についていまず。） 


保記書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売 
店から受け取っていたださ、内容をよくお読みの後、大切に保存してください。 


I 保記期間はお買い上げの曰か 51 年でず 。I 


@修理を依頼される 
とさは I 出張修理] 


r 故障かな？と思った引 （1 己〜1目ページ）に従って調べていただき、なお異常 
のあるとさは、ご使用を中止し、必ず差込プラグを抜いてから、お買い上げの 
販売店に修理をご依頼ください。 


連絡していたださたい 
巧容 


品名 

除湿磯 

お名 

表紙に記載 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

(でさるだけ具体的に） 

ご住所 

(付近の目印を合わせてお知らせください） 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



保証期間中 


修理に際しましては保話書をご提示ください。 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 


保証期間経過後 


修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有料で修理させていたださます。 


©補修用性能部品の 
保有期間 


当社は、この除湿機の補修用性能部品を製造打ち切り後目年間保有しています。 
•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 


©ご転居されるときは 


ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受け5れなくなる場合 
は、前もって販売店にご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱をを 
紹介させていたださます。 


修理料金=技術料+部品代+出張料です。 


@修理料金のしくみ 


技術料 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作業にかかる費 
巧でず。技術者の人件費、技術教育費、測定機器などの設備費、 
一般管理費などび含まれています。 

部品代 

修理に使用した部品化金でず。その他修理に付帯ずる部材等を含 
む場合もあります。 

出張料 

商品のある場所へ技術者を派遣ずる場をの費巧でず。別途、駐車 
斜金をいただく場をびあります。 
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品 番 

HJS -8 L 

電 源 

100 V 己 0- 色 OHz 共用 

消費電力 

630 W 

除湿能力 

8.0 L / 日 

タンク容量 

約 2 .日 L で自動停止 

使用可能室温 

約 I ~4 □で 

寸 法 

幅 29 日 X 高さ 47 己 X 奥手 75 mm 

質 量 

巳.巳 kg 

除湿可能 
面積の目ち 

木造 プレ八ブ 鉄筋 

I 7 m 2 (10 畳） (I 己畳） SSm ^ (2 日畳） 


※除湿能力-消費電力は室温2ぴ C 、 相対湿度巨0%を持続する室内で運転した塌合の数値です。 

•除湿可能面積の目安は、 JEMA (曰本電機工業会)規格に基づいた数値でず。 

※運転を停止してわ、電源プラグが差し込まれていると約 1 W の電力を消費します。 


ご相談窓口 


家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたちのの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談くださし、。 


修理など アフターヴー ビスに 
関するご相談は 
TEL 日12日- 3121-68 
FAX 0120-3121-87 

(受付時間）3日己曰/日:日日〜1目:00 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 
TEL 0120-8802-28 
FAX 03-3260-9739 

(受付時間）日:00〜17:30/携帯電話、 PHS から 
ちご利用でさます。±曜•日曜•祝日と年末年始- 
夏季休暇など弊社の休曰は休ませていただをます 


保証期間中は 

修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保註書の記載内容に基づして修理させてしがだきます。 

お証期間が過ぎているとをは 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理さはていただきます。 

偏正期間 

お買い上げの曰から1年でず。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓□にて各地区のサービスセンターをご紹介させていたださます。 
•お客様が弊出こお電話でご連絡いただしすこ場合には、正晒こご回答ずるために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。 
•ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグルーフ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

•出張修理のご依頼をいただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケートパガキを送付させていただ < ことがありまず。 
•保証期間中の修理依頼時は、保証書をご提示 < ださい。 


愛情点検 


♦長年ご使 ffl の除通の点検を！ 

の 


ご使用の際 
このよラな 
ことはあ 01 
1 ませんか 

♦電源を入れてを、ときどき運転しないとさびある。 
♦電源コードを動かすと通電したりしなかったりする。 
♦差込プラグ、電源コード、本体などび異常に熱い。 
♦焦げ臭いにおいびずる。 

•その他の異常や故曙びある。 

1 

► 

1 

—1 

お 

願 

い 

_1 

故障や事故防止のため、コンセ 
ントから差込プラグを巧いて販 
店にご連絡ください。点横■修 
理についての費用など詳しいこ 
とは、販売店にご相談ください。 
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※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認くださし、。 


1 . 保証期間内でも;欠のよラな場合にはち料修理となります。 

(イ）使巧上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

(□) お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

(A) 乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障または損傷。 

(二） 車両、船邮にとう載して使巧された場合に生じた故障または損傷。 

(ホ）業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(へ）本書のご提示がない場合。 

(卜）本書に型名、お買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字巧を書き換 
え5れた場合。 

2. 離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要ずる実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には、取扱説明 
書の18ページのご相談窓□にご相談ください。 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよラ大切に保存してください。 

日.本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan. 


* この保話書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束ずるちのです。 

この保証書によって保証書を発行しているち(保証責任ち）、及びそれがの事業をに対するお客様の 
法律上の権利を制限ずるものではありません。保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い 
上げの版売店または取扱説明書の18ページのご相談窓□にお問い合わせください。 

♦保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは、取扱説明書をご實ください。 

修理メモ 


株式会社曰立リビングサプライ 

于 1 62-0814 東京都新 宿 区新小 j I 旧 T6-2 日（アク□ポリス東京) 
TE し 03(3260)9 色 11 
FAX.03(32 巨 0)9739 


除湿機保証書帖張修理 I 


保証期間内に取扱説日月書、本体ラベル等の注意書さにしたげつて正常な使用状態で使庙していて故障 
した場合には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 

お買い上げの曰から下記の期間内に故障した場合は、お買い上げの販売店に出張修理をご依頼の上、 
本書をご提示ください。 

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保証期間内のサービス活動及びその後の安全点検活動の 
ために記載内容を利用させて頂く場合がございまずので、ご了承ください。 


※お 

買い上げ 

曰 

保 

証 

期間 

平成 

年 月 

曰 

本 

体： 

1年 


お 

名 

京 

お 

客 

様 


HJS -8 L 巧 


ご住所 
ごち名 


様 


話 

電 


巧名 

住店 

※販売店 


















